
使われない生産管理システム
海外現地法人でのシステム導入にあたり、日本で実績のあるシステムをそのまま持ち込み、早期導入・安定稼動をねらう企業が多いのではないでしょ
うか？　しかし、実際のところ、日本で実績のあるシステムを海外に展開しても、現地ではシステムを十分活用できていないということをよく聞きま
す。システム導入を成功に結びつけるためには、システムを活用するローカルメンバーが中心となり、その必要性を理解し、自らが改善・改革活動を
行うことが必要です。そのために、ローカルメンバーの業務理解度向上とシステム活用の必要性を理解した上で、業務改善・改革に繋げて行くアプロー
チが必要と考えます。

生産管理システム導入に向けての教育概要
① 本サービスは、『生産管理の基礎』、『理解度テスト』、『教育アンケート』を使用します。『生産管理の基礎』では生産管理に関する体系的な内容をベー
スとしています。生産管理業務に関する体系的な知識を修得することを目標として学習を行い、本学習によって、個人の生産管理知識スキルを向上
させ、学習成果を実業務へ活用することが望まれます。
② 更に学習効果を高めるために理解度テストを行い、テスト結果を基に個人で学習の振り返りを行うことができます。
③ アンケートにより学習して気づいた現状の業務課題を抽出します。抽出した業務課題を解決するためのテーマを設定し、改善活動実行計画のご支援
を行います。

上流
コンサル

システム
実装

稼動/
改善活動

日本主導で、とにかくシステム導入
→　強制的に使わせる

使われて
いない

どうすれば・・・

従来と同じやり方では
また失敗する！？

推進チーム
の悩み

従来

システム導入前に、ローカルメンバー中心の改革・改善活動が必須

新システム
導入

3

2

1

熱心な討議＝
高い参画意欲ローカルメンバー中心に業務改革を断行！ 反応

多くの問題抽出＝
高い問題意識「生産管理システム」の必要性を理解！ 反応

勉強熱心＝
高い理解度

「そもそも生産管理とは何か
（生産管理の基礎）」を理解！ 反応

http://jp.fujitsu.com/fri/service/consulting/innovation/menu.html

サービスカタログ

グローバル生産管理システム導入に向けての教育アプローチ
システムを使いこなす！



『生産管理の基礎習得セミナー』内容（一部抜粋）
生産管理の基礎習得セミナーでは、基本として以下の3つの項目について学習します。

①生産管理の概要
生産計画、生産統制、品質管理、調達管理、原価管理などの一般知識を講義にて学習します。

②ものづくりのマネジメント
マネジメント手法として特徴のある、SCM、 PLM、TPS（*）について講義にて学習します。

③生産プロセスとシステム
生産プロセス全体の物と情報の流れと、それを支える情報システムの関連を講義にて学習します。

『生産管理の基礎習得セミナー』進め方イメージ
本セミナーの進め方は以下のとおりです。推進者の意図するものを教育に取り込むことで、教育を気づきの場として捉え、改善活動につなげて行くこ
とによって、ローカルの主体性を醸成させていきます。

部品表に紐付けた情報管理

FUJITSU CONFIDENTIAL

本研修の狙い
1．生産管理とは
2．生産管理の概要
　2.1．計画業務
　2.2．生産統制
　2.3．調達管理
　2.4．在庫管理
　2.5．作業管理
　2.6．設備管理
　2.7．品質管理
　2.8．原価管理

3．様々なものづくりの
　　　　　　マネジメント
　3.1．SCM
　3.2．PLM
　3.3．TPS

4．生産プロセスとシステム

生産管理の基礎
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1．生産管理とは1．生産管理とは
1. 1　生産管理の定義

P D
C

A 

顧客の求める商品（・サービス）を、タイムリーに、必要な数量、安く供給するために、

品質・納期・コスト目標を追及し、安全・環境にも配慮しながら行なう生産活動に対する

管理サイクル（計画・実施・確認・修正）の実施

調達調調達達調達 製造製造 出荷出荷方針・戦略

品質・納期・コスト
安全・環境

生産活動

顧客要求

① ②

③

④

① ②

③

④

③

話は簡単！
要素はたった4項目

顧客要求に応えるための生産を実現
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1. 2　生産管理の体系（構成要素）
工場

利益管理

工程管理
（納期・数量）
工程管理

（納期・数量） 品質管理品質管理 原価管理原価管理

労働管理・情報管理

標準化・５Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃・躾）

チームワーク強化・士気高揚

狭義の生産管理
生産管理

広義の生産管理

生産計画：日程計画、
部品表、手配

生産統制：生産指示、
進度管理、現品管理

ＴＱＣ、品質保証体系

予算管理、原価企画、
原価差異

購買管理、外注管理、
在庫管理

作業管理作業管理 設備管理設備管理 資材管理資材管理

設備保全、ＴＰＭ

IE（作業・時間究、稼動・
工程分析）、作業標準
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1. 4　仕組みの構築

調達調達 製造製造 出荷出荷

生産計画 /進捗生産計画 /進捗生産計画/進捗

原価原価原価 品質品質品質

作業 作業 作業 作業

■プロセス・ルールが決められている
■誰がやっても確実に出来る
（早く・速く・正確に）

◆確認②：途中もしっかり出来ていますか？
（何を見ていれば分かるか？）

◆確認①：結果は問題ないか？
（何を見ていれば分かるか？）

◆確認③：問題が起こりそうな気配はないか？
（何を見ていれば分かるか？）

標準化

迅速な問題（イレギュラー）対応

流出防止

作込み防止

未然防止

Do C heck

P 

CA D

生産管理の基礎知識
・定義
・目的
・体系（構成要素）
・業務（役割分担）

生産管理の基礎知識生産管理の基礎知識
・定義
・目的
・体系（構成要素）
・業務（役割分担）

■ありたい姿とは？
■問題意識（現状とありたい姿
　とのギャップに気付く）
■意思のある生産とは？
■ITの徹底活用（確実に使い
　こなす）

「Do」と「Check」を強力に支援する道具IT
支援

常に正確な情報（データ）
基本

Data

仕組み構築

意識改革

工程管理
（納期・数量）
工程管理
（納期・数量）品質管理品質管理原価管理

作業管理作業管理

労働管理・情報管理

設備管理設備管理

工程管理
（納期・数量）品質管理 原価管管管管管管管管管管管管管管管管管理理理理理理原価管理

管作業管理

労働管理・情報管理
標準化・5S（整理・整頓・清潔・清掃・躾）
チームワーク強化・士気高揚

管設備管理 資材管理

自ら考える

自動的に出来る

確実なデータ入力

見える化IT化

仕組みの改善
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製品Ｘ

u1
ａ
b
ｃ

u2
ｄ
c

ｗ
製品Ｘ

u1
ａ
b
ｃ

u2
ｄ
c

ｗ

工程１工程１程工程１工程１ 工程２工程２程工程工程２ 検査検査検査検査検検査査検査ユニット製造ユニット製造

ａ

ｂ ｃ

ａａ

ｂｂ ｃｃ

ｄ
ｃ
ｄｄ
ｃｃ

ｗｗ
ａ

ｂ ｃ

ａａ

ｂｂ ｃｃ

ｗｗ

ｄ
ｃ
ｄｄ
ｃｃ

ａ

ｂ ｃ

ａａ

ｂｂ ｃｃ

a
b
c
d

w
c

在庫引当て出庫

在庫引当て出庫

7日

7日

5日

14日

7日

4日

Ｐ１ Ｐ２ Ｃ１Ｐ０
部品の面揃え 3日5日 1日

U１組立 U２組立

部材調達部材調達

調達LT 製造ＬＴ

生産LT

出荷出荷出荷荷出荷

P0
P0
P0

P0
P0

P1
P1

P2

使用工程 最新単価

60
10
5

40
5

100
130

89

検査実績重量
C1

ユニット組立仕様書 CU001

ユニット組立仕様書 CU002

仕様書有害物質
製造仕様書 S001

7
7
3

7
3

14
7

4

LT ・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
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活動基準原価取組みの課題活動基準原価取組みの課題

材料費材料費 労務費、経費労務費、経費

段取段取 加工加工 待ち待ち 段取段取 加工加工 待ち待ち 段取段取 加工加工 待ち待ち

工程（製造装置）A工程（製造装置）A 工程（製造装置）B工程（製造装置）B 工程（製造装置）C工程（製造装置）C

製造ロット 製造ロット 製造ロット 製造ロット

時
間

着
手
数

完
了
数

段取 加工 待ち

不稼動

着
手
数

完
了
数

着
手
数

完
了
数

着
手
数

完
了
数

歩留率

Activity Based Management;活動基準管理

歩留率 歩留率 歩留率

１．製造現場の状況が見えているか

３．歩留の実態が見えているか

⇒ 着手・投入数量、完了数量の把握
（入口管理、出口管理の徹底）

製造ロット別原価

現場活動の
見える化

２．原価の中身が見えているか

⇒ ロット別、活動基準の原価計算

製造ライン
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生産プロセスの現場力生産プロセスの現場力

性
能
属
性

現
場
力

QD C

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
力

サ
プ
ラ
イ
ヤ
指
導
力

生
産
準
備
力

工
程
流
用
設
計
力

ト
ラ
ブ
ル
対
応
力

計
画
立
案
遵
守
力

サ
プ
ラ
イ
ヤ
連
携
管
理
力

部
門
間
協
業
力

生
産
変
動
対
応
力

サ
プ
ラ
イ
ヤ
選
定
力

自
律
自
動
化
力

在
庫
削
減
力

稼
働
率
向
上
力

作
業
改
善
力

技
能
伝
承
力

未
然
防
止
・再
発
防
止
力

製
造
要
件
伝
達
力

設
計
意
図
把
握
力

作
業
標
準
遵
守
力

品
質
改
善
提
案
力

生
産
革
新
力

安
全
生
産
力

組
織
統
率
力

最
適
購
買
方
式
選
択
力

スピードの視点 コストの視点 品質の視点品質の視点

変
化
対
応
力

垂
直
立
ち
上
げ
力

生
産
性
向
上
力

目
標
原
価
達
成
力

在
庫
極
小
化
力

原
材
料
費
削
減
力

目
標
品
質
維
持
達
成
力

品
質
向
上
保
証
力

人・社会
の視点

イノベーション
の視点

目
標
原
価
達
成
力

I S

MPAM Manufacturing Process Assessmentand improvement Model  by  富士通株式会社

■確認テスト
■課題抽出
　アンケート

環
境
共
存
力

事前打合せ 生産管理基礎
教育実施

生産業務
改善活動実行

生産管理の基礎
テキスト準備

生産管理の基礎
教育

生産管理の基礎
理解度テスト実施

生産管理の基礎教育
アンケート

現状の問題抽出

テーマ
設定

テーマ検討　1
課題（宿題）＋レビュー

テーマ検討　2
課題（宿題）＋レビュー

テーマ検討　3
課題（宿題）＋レビュー

テーマ事前検討と
ローカル検討チーム設定

実行計画書
作成

Step 1 Step 2 Step 3 

■生産管理の基礎（全体像）から教育
■自ら考える課題（宿題）の設定
■ローカルメンバーWG活動への落とし込み

推進サイドの
本気度が伝わる！

自分たち
（ローカル）の
活躍の場！

目的/目標
対象確認

現状の
主要課題
確認

生産管理の基礎
ポイント設定

そのほかのお勧めセミナー：
　　　　　　「意識改革プログラム（問題解決力向上）」、「業務改革の進め方」、「設計プロセス革新リーダー育成研修」ほか

（*）SCM：Supply Chain Management　PLM：Product Lifecycle Management　TPS：Toyota Production System
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